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第5表　くず果時期別発生割合

添 芸 苗 ≡ ≡
　　　　　 l
収 穫 始 ～ 4 月 中旬 ～　 5 月 中 旬 ～ d　月 中 旬 全　　　　　 期

本　 数 発 生 率 本　 数 発 生 率 本　 数 発 生 率 本　　 数 発 生 率
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1 5
1 5 n 8 2 5．5 4 5 5 2．8 6，7 5 t d 1 1．8 5 1，5
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1 0 1．5 d a 2 4 9 5 8．0 6．9 5 2．9 1 5．5 5 8．8

1 0

1 5 1．0 5 8．5 5．4 5 0．8 占．D 5 0．9 1 0．5 5 1．1

8 1 0 0．7 占5．6 4 8 4 0．7 6．5 2 8．9 1 1．7 5 5．7

発生率望
当該時期の下物収拾
当該時期の全　収　島

×100

4　考　　　　　察

育苗夜温を15℃と10℃にした場合は，10℃の

ほうが生育が劣り，収穫始めが遅れるが，雌花の着生

および側枝の発生が多い。しかしながらこの雌花およ

び側枝は直ちに収量に結びつくす，のではなく，退化す

るものが多く，栄養生長との均衡との間額がある。定

植後夜温は収量を支配する大きな要素とみられ，15

℃では栄養生長を促し，収穫期を早め，上巣を多くし

て多収を示した。地温は高夜温の下では15℃が袈分

収穫期を早め収量を多くする効果があったが夜温に比

し影響が少なかった。しかしながら低夜温の下では，

これを補足する効果があるものと思われた。

以上により当温度処理の範囲では育苗夜温，定植後

夜温，地温ともに15℃が最高の収量を得たが，前報

において報告した成績とあわせ検討すると，春系キュ

ウリの実用的地温は15℃にあるものと推定され，夜

温については育苗時から定植後初期は15℃に近い温

度に，収穫の始まるころより10～15℃の間に適温が

あるものと推定される。今後は，低温育苗を行ない発

生の多い雌花および側枝を有効に用いるような温度管

理および経済性について検討する予定である。

夏秋キュウリのおそまき栽培試験

大　友　詔次郎
（福　島　県園　試）

彪1　は種期‘月10日　珠間90（Ⅶ（対照）
1　ま　え　が　き

福島県の夏秋キュウリ栽培は年々増加しており，そ

れに伴い栽培期間の前進および延長が試みられるよう

になった。

は撞期が遅れるほど通常減収するが，本試験ではお

そまきの場合（‘月下旬以後）の減収程度を知り，増

収方策を我穂株間の面から検討しようとしたものであ

る。

種
　
区験

晶
　
試

1
　
　
2

2　試　験　方　法

新光A号

ノ広2　　　〝

ノ広さ　　　〝

ノ拓4　　　〝

ノ拓5　　　〝

ノ佑d　　　〝

ノ佑7　　”

6月5　0　日

6月5　0日

7月10日

7月10　日

7月2　0日

7月20日

”　45ロ乃

〝　d Oc椚

′′　45cm

〝　d Ocm

〝　5　0cm

′／　4　5cm

5　試験区の規模　1区10．8ナげ，2区制

4　哉植方法

（‖　うね幅　57花，2集権

（2）合掌型ネット支柱使用　合掌幅　2・1分1，高さ

2．4m

5　施肥量
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N：45Kク′108，］205：55KP／1D a，

K20：45Kダ／10a

‘　整枝方法　放　　任

5　試　験　結　果

1　生育状況　収穫最盛期の9月11日および収穫

第1蓑　品質別収量（2区合計．2t d〝ヂ）

終了後の10月21日に調査した結果では，挟間の広

狭にかかわらず，は種期が早いほど分枝の伸長がおう

盛であり，同一は毯期内では株間が広いほうが1次分

枝の伸長は劣り，2次分枝の伸長はまさる傾向がみら

れた。

2　収　　量

正　　 常　　 具 曲　　　　　　 果 府　　　　　　 果

個　 数 重　　 量 個　 数 重　　 量 個　 数 重　　 量 個　 数

1 1 7 4
1 1 1．4 9 K P

8 7 9
8 6．5 1 Kg

‘7 9
d 5．d 8 K g

2．7 5 2

8 °4 7 7 2 9 ‘8 2 d 2．1 4 4 2 1 4 2．5 5 1 9 占7

8 0 8 7 5．0 0 d d 4 5 9．8 2 5 7 5 5 7 4 9 1 8 4 5

8 8 1 d n 9 4 4 7 4 4 4 4 ° 5 2 5 2 9．占4 1 4 7 8

‘5 0 5 5．8 2 4 1 8 5 °．占8 2 d 4 2 4 8 d 1 5 1 2

5 9 4 5 8．0 7 4 5 2 5 8 0 7 2 8 5 2 6．d 7 1 5 1 1

4 d 7 5 鼠9 8 5 7 5 5 1 6 5 2 5 0 2 0．7 1 1．0 7 2

計

彪　1

ノ佑　2

ノ拓　5

．佑　4

ノ拓　5

ノK d

ノ佑　7

285．°声グ

181．98

170．51

155，05

11ヱ58

11481

92．50

は遅れ，各時期別の収量も少なくなっていた。同一は

種期内では株間が広いほうは狭いほうに比べて前期に

少なく，後期にその差が小さくなる傾向がみられた。

第1図　品質　別収量

rl）総収量　は僅期がおそいほど少なくなっており，

また，同一は種期内では探聞の狭いほうが多くなって

いた○

（2）品質別収量　品質別収量割合は．は種期，挟間

を異にしても，各区ともに差がないようであり，総収

量が多いほど正常黒の絶対量も多かった。

（3）時期別収量　は毯期がおそいほど当然収穫始め

第2図　時期別収量

5　収益試算　19°5～1970年の月別の平均単

価（東京市場）をもとにして10a当りの粗収入を試

算すると次のようになる。

彪1　651800円　平均単価Kグ当り

ノ佑2　　482．500円

彪5　　475，200円

ノ拓4　　585，400円

ノ広5　　541．400円

．拡‘　529．000円

彪7　　2°9．500円

8月　　55円

9月　　75円

10月　102円
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このことから本試験の範囲内では，同一うね幅によ

る場合，おそまき密椿によって後期収量の増大を図る

ことは困難であることがわかった。

4　問　　題　　点

量の高い主枝着果型の品種で検討する必要がある。

2　パイプ支柱の規格を改良し，うね幅をせばめさ

らに栽植密度を高めることにより減収を軽減すること

は可能であろう。

5　経営的には前作の収益を加算して考慮する必要

1　本試験は側枝着果型の品種を用いたが，初期収　　がある。

ビニールハウスキュウリのくん炭養液栽培に関する研究

松　本　良一郎

（岩手県園試南部分場）

1　ま　え　が　き

れき耕栽培から発展した養液栽培もその方法に砂挑

従来の中れきかられきの大きいもの等の栽培がある。

一方，育苗方法も養液育苗と発展し共同大量育苗の方

法となってきている。そのなかでもくん炭による育苗

法の普及はめざましいものがある。この育苗から延長

してくん炭培地の量を増してキュウリの養液栽培とし

た。くん炭による培地の方法，養液の種類が生育，収

量に及ぼす影響を検討した。

2　試　験　方　法

1　供試ハウス

ビニールハウス　5．6仇×10．8m，2棟

2　供試条件

0培地法

A．平取　床幅90C花にくん炭を8mの厚さにし，

床長1．8仇に129．8ヱのくん炭を供用（1†ガ当り80

∠）

B．ポリ袋鉢　50（Ⅵ×50の！袋にくん炭10．8上を

入れ，床長1．8mに12鉢を置きくん炭量を129・d且

とした。

○供試液肥

第1表　養液使　用　量

A．大琢ハウス肥料1号（500才人）Nl噛．P8軋

K25乳苦土5軋　ほう索nl釘．マンガン0．1‰　キ

レート鉄0．18帝。大塚／、ウス肥料2号N H蕗。

B．住友液肥2号　Ⅳ10感，P5感，K8帝。

5　養液の濃度

大塚ハウス肥料1号，2号計500gを‘00倍で供試，

住友液肥2号520㌢を600倍で供就。

4　区制および面群

（D大塚肥料ポリ袋鉢，（参大塚肥料平床，（診住友液肥

ポリ袋鈍　④住友液肥平鼠1区面括　幅90（湘長さ

18．8仇，1区制0

5　供試品種　松のみどり，夏埼落2号，薪交5号

‘　は穐および定植

2月25日は種，4月28日定植0

7　養液使用法，回数

養液は各区とも1回に500且を作り使用すると液の

厚さ5C閏となる。ベット内の液がD（¶となった時に養

液を補給LScmとする方法の湛液栽培法とした。補給

使用回数は高温，乾燥，雨天，倭天とその月により異

なるため不定期である。

養液使用回数は第1表に示すごとく4月定植時には

a当り5．000且を使用し5月よりキュウリの伸長と気

象上昇によりその回数を増した。

（a当り）

月 回 数
液　 量

川 0 0 倍 ）

N P Ⅹ 苦 土

大 塚

マンカツ

ホ ウ ソ

大 塚大　　 塚 住　　 友 大　　 塚 住　　 友 大　　 塚 住　　 友

4　 月 1 回 5，0 0 0
5 2 0才 5 2 0ダ 2 4 0 7 2 占0才 6 9 0 才 4 1 ♂ 1 5 0才 5 才

5　 月 4 回 8．0 0 ロ 1 0 4 0 1 0 4 0 4 8 0 5 2 0 1．5 8 0 8 5 2 5 0 0 1 0

d　 月 8 回 1 2．0 0 0 2．0 8 0 2，0 8 0 9 °0 1 0 4 0 2．7 8 0 t d ‘4 8 0 0 2 0

7　 月 1 1 回 1 占．5 0 0 2．8 8 0 2．8 °0 t 5 2 0 1 4 5 0 5．7 9 5 2．2 8 8 7 5 0 2 ヱ5

計 5 1 5 0 8 占．5 0 0 6．5 0 0 う，1 0 0 5，2 5 0 8 5 8 5 5，1 9 8 1 8 0 0 8 2．5




